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J-6人工呼吸器の安全管理の諸問題と対策
一当施設の現状と問題点一
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松川周、星邦彦、喜嶋邦彦、佐藤敏幸

車苗患者では人3乎磁器d凌空管理詰鰭生命に

直結する。当集判蝕賠即〉入室患部#開400名前
f灯、その約8害防患者カ汰工峨管理を受けてい
る。また、 一樹糠でも潮時数名の患者が人]:JI乎吸

管理を費ナている。

患者のλ墨(:1標して同盟恥希望機種を臨床工学
櫛駒津繍し、国市立人B報機気条件設定と作
動伏況の磁器忍を行う。看護嫌卦は f働:肉兄の確
言納ま仇巨路内乃結露水矧勝や力[湿器¥併休

などを分担している。作動不良など¢異常時は時

間却ま胸末工学櫛市対陣料諜判台痛郭の豆師

カ決事むする。簡単な処置で栴快しない場合人]:JI乎吸

器そのものを交換し廿麦廿露本周週を究明すること

カ渉い。臨床工糊附蜘苦回路町交換のl秒、

倒刊麦o.xm路の前持・組立・減産諜務や、人刀乎吸
w:>作動チェックを仔っている。また寸鮪棟への

人]JJ乎嚇苦の貸出業務わ大謝野:¥および貨封した人

]JJ噸2齢刷会と呼吸器巨路の週1巨約交換をも担
当している。集ヰ粕嬬郊の3名¢臨床工学技士で、
人]JJ乎蛾苦の保守管理のほホ裳ヤ話瞭部村廿吏用

される医療機号制呆守管理検査槻紡保持鯉や

権票韓首玉酸素械器齢舶なと、を行ってい

る。

人]JJ刊環器謀博撫mこ14欄壷33台、一籾丙
梯刊に4機種目台が商意されており、これらの保

守餌ほ全て臨床工者支士に任され刀喝。多様な

人]JJ手嚇割蜘(::t立、取り扱いd潤勲こ宥笥カ祢か

る、呼嚇姫路など仰向耗脈管理峨ある、保管

場者を広く必要とする、などの陪嵐長あり、明麦の

梯彊鱒となっている。

現包院サ掛韓を改革しME部こよる間荷揚志乃
一元資理を目指している。各毒消部の使用人]JJ乎吸

器を供出してもらい、集ヰ経棟割劫T引 1を一括管理

することになった。機合ラ講習こは手術剖捻ど

人工呼吸:16巻2号

他掛買堅ι臨床工学技土との協力関係伺脅集ローテ
ーションを高慢としだ義務マニュア)~の倫丸 一般

鰍で町安全管酔市l知確抗と劫泌要であり、臨

床工学技士の貯こす1嬉1臼大きし込
日伴6月から梓3月ま初 10ヶ月間で、 一般

黙締約人3乎吸器儲帯芸諦ま67件あり、記長紡残
っている63件切漕鋸寸て主主平均貸捜部事ま10日

(中刻直7日)、 1日平均22台信秋5台うの人

]:JI噸掛t一散病索鳴働していた。貸出期間ま1

週部メ休V)~56%を占めるカミ lヶ月を越える長持肢

用もあり、末期患者と慢性患者洲蹄七象の恥と

考えられる。貸し出されt::.A工H噸摺立高機官併も
広め泳~ 1/3、簡債なものが44%で、貸出し用を高

機即洲ごする主宰賊よし浩考えられる。見詰稲子

梢愛では人工昭吸器使用上のトラカW性に変化
はない爪本体以外棚題とくにH搬鵠E踏や加
盟校含む付属起の単純なトラカレや、樹宇に習熟

してし1ないた剛司歪こるトラカレカ望丸判場め動る。

一鈎丙棟での使用の陪庖宗としては q燐齢使
用申管理扮キャパシティゆ併話療部とは格段わ差

カミあり、時鳥帆峨サ応する但l知マンパワーも低下す

る、 ~)侮鞠勧事種多様撤り拠収濯禁制欄

カ効Eかる、 @澗概轄勃勢吾、 ④臨紅者主~ffiO業

務拡大は労働童イ凶こつながる、などカ挙げられる。

現時点ホ放す処としては、<IME問主を脱んた溜床工

制強市の集約化と機器の-;1鷲理 @医療スタッフ

¢教育の充実 ③頒ヨの謝野エツク、なと劫単ず

られる。臨床工学悌恥悩滞への業務担汰ゆ司し

ては今f釧鮒詩題と考えられる。
人]JI!fI.l及器町安空管理こ臨末工学梯市伺調与の必

劃由ま併麦ますます高くなると考えられる。当院で

は人員とく(~制江勃主主稿集約し--CME剖隆作り、

機紡一元管理を行う方向で院険機構攻革を櫛神

である。




